
Title 北海道產オトシブミ類數種の生活史と新種の記載　（本邦產象鼻蟲類生活史の研究Ⅵ）

Author(s) 河野, 廣道

Citation 札幌博物学会会報, 11(1), 46-59

Issue Date 1929-07-31

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/63493

Type journal article

File Information Vol.11No.1_008.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



北海道産オトシプミ類数種の生活史と新種の記載

（本邦産象鼻轟類生活史の軒究 VI)

河野農道

－句肉回

BIOLOOISCHE BEMERKUNOEN UBER EINIOE 

ATTELABINEN AUS HOKKAIDO, MIT DEN BESCHREIBUNOEN 

DER NEUEN ARTEN (COL. CDRC.) 

VON 

HrnoMrcH1 KoNo 

(Mit 3 Figuren) 

' 

I. Pαropl1α：poderus par掬 lisVOLLENHOVEN 耳マタラオトシ7・ミ

A.種の記載

'l!. 頭部は腺を合すれば長きより少しく幅贋し、中溝は後方浅く眼の中

聞に於て深し、眼の内側に八字形の溝あ h、後頭は後方宇球肢をなす。口吻
は幅とほ Y同長、前方太まる、黙刻は前竿に於て密な0、嫡角は口吻の基部
よb出で、柄節は根棒肢を呈す、第一鞭節は楕固形、第二鞭節は第一鞭簡と
ほ立問長、第三、第四雨鞭節は第二鞭節よ bも蓬か院長し、第五、第六鞭節

は各幅より少しく長〈、第七鞭節は長3よbも幅庚LO 球梓部第一簡は幅よ

りも少しく長〈、第二節は長きょ bも幅虞LO 胸背板は幅康〈、基部の横溝
深し、前端に近く念に強〈細まり、前線は狭く縁ざらる、全面に張き敏股の

彫刻あ九稜肢部は後方高く、前方低し、強き黙刻を疎布す。麹鞘は幅の約

Iき倍？）長さを有じ、後方少しぐ幅庚（、肩部は外側に小突起を有す、黙費I
列内の黙刻は幅庚き矩形を呈す、第二、第四、第六、第八の四問室は強（高

まる、第二問室は中央部に於て、第四開室は基部に近〈少しく膨起すO 尾節

板は強く密なる勲~Jを有す。中胸は前方に向へる鏡き突起を有す。各腔節は

端直なれ前腔節の端械は下端に附着す。

[Transact. Sapporo Nat. Hist. Soc., Vol. XI, Pt. r, 1929] 
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Q. 各腔節はご個の端疎を有す。麹鞘肩部に内方に向へる疎肢突起あり。

色彩一本種は色彩の務化甚だしい今体各部に於ける色彩を記すれば突

の如し。

頭部：

I・赤黄色、前額眼の中間に黒色のー紋あ h0 
2. 眼の中間及び各眼の後方にあるー紋は黒色。

3・眼の周閣を除き黒色o

胸背板：

4. 赤黄色、四個の黒色紋を有すO

5. 六個の黒色紋を有す。

6. 黒色、中央区赤色の長紋あり。

趨鞘：

7・赤黄色、各趨鞘十個の黒色紋を有す。

8. ，， ，，九 ，， ，， 

9. .六

7-9は稜就部の後方氏、夏民共通のー黒色紋を有す。

IO. 黒色、稜放部後方に大なる×形の赤色紋あれ縫合線及び側縁

は赤色に縁ざらる。

I I. 杢体黒色0

・尾節板：

I 2. 赤黄色、四個の黒色紋を有すc

13・黒色紋合流すO

腹部：

肢：

14・赤黄色、各節は南側に各一個の黒色紋を有す。

I 5. 黒色紋合流す。

16, 赤黄色、各腿節は一個の黒色紋を有す。

17・前腿節黒色紋を焼く。

18, 後腿笥のみ黒色紋を有す。

中後雨胸は一般に黒色な b。6は IO若しくは口と伴ふ。

体長－7粍（口吻を除〈）。
産地ー北海道（軽川、札幌）、本州（尻屋、十和田、八甲田JJ1麓、岩手、

東京、奈頁、和歌山、）、九洲［長崎、別府〉。



48 河野ー北海道産オトシ 7 ~ 類数種の生活史主新鍾の記載

本種は北海道よb始めて報告せらる、ものなれ

B.生活史

精細なる生活史は不明なるが成識は北海道にては五六月頃出現し、本州

If!：ては七、八月頃最も多し。

Fig. 1 

ゴマダラオトシプミ

Pαγφiαrpodeγuspar.J.α！is 
VoLLENHovEN 

の搭箆（ミヅナラj x~ 

搭盤はコナラ Quercusglandul.併ra，ミグナ

ラ QuercuscrZ:ザula，ク 9ζastanea・vulgarβvar. 

J》onica，プナ Fagussylvatica var. Sz・eboldi等の葉

を以て造らる。載断線はー側より裁られ、中肋

迄は此れと殆んざ直角の直線をなし、衣に中肋

に添ひて念氏上ff.し、少しく昇bて止まる（Fig.
0。中肋は慮々中ば噛み切らる》ことオトシプ
ミの場合巴同様なり。搭盤は普通各一個の卵を

癒するも稀に二卵を産下せらる、ことあり。卵

よh癖fとせる幼最は揺箪内にて生育し、成最古
なbて後、始めて外界lこ出づ。潤化せる成掻が

搭盤を出る矯に穿つ穴は上底に近〈設けられ、

長径 4粍、短径 3粍内外の楕固形を呈す。

搭鑑の大きは著者が現在有する標本三個に

つきて見れば次の如し。

捲き方 長径の長さ ｜上底の径 植物名 採集地 採集者

左 40粍 8粍 ミヅナラ 札幌 著者

右 25粍 7粍 プナ i¥.甲岡山麓 著者

左 30粍 7粍 プナ 入甲岡山麓 若者

此れ等三個の搭霊互の裁断線は何れも杢〈同様の形を有す。生活史民知の

オトシプミ類には、本種の如き裁断線を造るものなし。

著者が札幌農林皐曾報 89親、 p.615，掃園 3BUとApoderus~p. ？の搭盤
（軽川、栗の葉に遺られたるもの）として示したるものは、恐ら〈本種の搭盤

なる可し。
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II. Pαroplapode宮・usUlrni n. sp. オ包ヤウ耳マダラオFシ？ミ

A.種の記載

0.頭部は眼を合すれば幅よ b少しく短かし、眼の後方に弱き敏を有す

る洩き凹陥あり、その直後に中溝を有す、前額に勲弗lを散在す。口吻は幅よ
。明らかに短かく、基部幅狭し、密ならぎる弱き勲刻を有し、鯛角の基節聞

に幅庚き縦溝あれ鯛角は口吻基部の少しく前方よ b出ず。柄笥は梶棒肢を
呈し、幅の約三倍の長さを有す。第一鞭節は楕園形、第二鞭節は小きい第

三鞭節は第一鞭節と同長、第四鞭笥は第三鞭部よ b少しく短わ〈、第五ー第
七鞭節は各長さよりも幅賢し。球梓部第一節は長きょ b少し（幅寅〈、第二

第三雨節は、各第一節よりも更に短わし、胸背板は長きょ hも幅虞〈、側方

丸〈、基部の直前に於て強〈緊経せらる、前方は強〈狭まり、前縁幅狭し、

中溝は弱〈狭し、背面に敏肢の彫刻あれ稜股部は幅寅〈、殆んざ勲委ljを欠

〈。麹鞘は後方ゃ、幅虞〈、稜肢部の後方に弱き問陥部あ 0、肩部に歯肢の
小突起を具ふ、勲刻列内の勲刻は側方に於けるもの殊に強し、各麹鞘、は四僚

の縦隆（第二、第四、第六及び第ん問室、その内第六開室最も弱〈隆起す）

芝、二個の癌肢隆起を有す、前方の隆起は肩の後方広ありて著しくは大なら

5るも、後方の者は麹鞘中央の縫合線区近き慮bとありて高（突起す、第五、

第七雨間室は後方に於て第六間室ご同じ高きを有す。尾節板は強（密なる黙

刻を有し、後うぢに直立せる毛を装ふ。胸部の勲費Iは強〈甚だ密なるも、腹部
はや、弱〈疎なる黙刻を有し且軟毛を疎生すc各腔節は端直なり。

平．腔節は 0re.於けるよりもや冶太（短LO 一
色彩一体黒色、鯛角、頭部の二僚の縦線、眼の周盟、胸背板の三縦線、

尾節板の側後縁、腹部の末端節、肢（後肢の末端を除〈）等は赤黄色、麹鞘、

は赤黄にして大なる黒色紋を有すc麹鞘の黒色紋中二個は基部に近く、四個

は中央に（高き溜肢突起を含み）、他の四個はその後方にわ 0、叉麹鞘の先端

及び基部（稜服部の周囲を除き）は黒色なれ

体長－S.S-6粍（口吻を除〈）。

産地一北海道c

I平， 青山温泉， 8/VI. 1928，著者採集。

4 O +I平， ，， 16/VI. 1928, 

I 0' 札幌， 4/VII. 1926，玉貫光一氏採集。
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本種は Pjaponicus Vossη~r.近似するも、ヨたの諸勲氏て異なる o

I. 第五、第七雨間室はよ h弱〈隆起す。
2・体下面は前基節及び腹部の末端節を除き黒色なb、（後種にあ bては

後胸側方迄黄色）。

3. 尾節板は一個の大なる黒紋を有す、（後棒Uとあ 0ては二個の黒紋を有

す）。

B.生活史

成車は五月下旬よ b六月頃嬰はれ、オヒヤクダ毛 αmuslaciniataの葉

を食害す。

搭盤はオヒヤヲダモの葉を以て造らる。裁断線は葉のー側よ b裁られ、

弱き孤を童き、中肋の遺よ hゃ、奈｝上い中肋を少し〈過ぎ？とる所にて止るo
裁断線の裁られる個所は、一側葉縁の全長のき乃至

き（基部に近き）位の個所な b。中肋は一定の間隔

を置いて竿ば噛み切らる。卵はー搭壁内に一個乃至

三個産下せらる0 Fig. 3 ＇こ aを以て示せる部分は、

搭笠を捲き上げる途中に於て特に丁寧に・深〈内方に

折り込まる。此れはノ•V 9オト νプミ Euopspunctato-

striata MorscHUI.SKY f. areri K<J!'.;o2）が Acer属の植物

の葉を以て搭室主主造る易会民類似せ bo葉縁は一般

lこ充分に内側に折 h曲げられるが故に、搭箪の下底
の形は普通オトジプミ 3）のそれよりも整然t~ 9 。
一揺盤内Gt.産下せ．らる、卵の敷は、著者が 1929

年6月 16日青山温泉に於て得？とる搭盤七個に就きて

オヒヤウゴマダヲオト bプミ 見る氏、ー卵を識するもの四個、二卵を識するもの
Fig. 2 

み宮沢コ？？ 三個、三卵を産下せられゐるもの｝個の割合な I)0 

載断線の切h込まれる方向は一定せ今、従って

搭監は右捲の場合も左捲の場合もあ b。
揺箪の大きは著者が 1928年6月青山温泉附廷にて採集せるもの二十七

個に就きて見れば究の如しO

1) Stett. Ent. Zeit., 87, p・45(1926) 

2）河野、束、動穀、第三十八巻、 p.223 (1926) 

3) 河野、札、農林、第八十九説、 p.653 (1928) 
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捲き方 長軸の長さ 上底の径 捲き方 長軌の長さ ｜上底の径

右 30粍 IO粍 右 32粍 IO粍

左 18粍 6粍 1五 30粍 8粍

左 29粍 9粍 左 35粍 IO粍

左 30粍 IO粍 右 32粍 9粍

左 28粍 9粍 右 35~粍 9粍

右 43粍 IO粍 左 26粍 9粍

有 30粍 ii純 右 24純 8華毛

右 30粍 Io粍 1五 37粍 日総

右 27粍 8.5終 右 28粍 9粍

右 30粍 9粍 主 30粍 IO粍

右 宮3粍 8粍 右 37粍 口粍

"ii. 27粍 85粍 主a 38粍 II粍

左 26将 8粍

著者は此れ等二十七個の搭笠を北大昆最皐教室If(持も掃bて飼育せI;0 
6月28日その中の二個を聞き見るに、内一個は卵殻を蔵するのみにて幼

最を減せ今、恐ら（後者は寄生最に食重量せられしものなる可Lo他の一個に

は長さ 6粍の幼轟一匹を見る。

7月28日更に他の十数個を聞き見る民、多〈のものは長さ 8粍－9粍位の

幼患各」匹宛を、又他の一個には一瞬を識せ0。此れur:.よbて見れば卵が産

下せられてより踊化迄If(要する期日は、約 20日位なり。

同月 6日より 15日迄は採集放行に出でたる矯観察を中止せ b。
7月 17日放行より障りて飼育箱を見るに、ニ頭の成品（一個の搭盤よ b

各ー頭宛）の活躍まに活動せるを見る。その他の搭盤内の幼識は過度の乾燥の

局、踊化し；得すもして死滅せり。

澗化せる成識が搭霊を出づる矯~r..穿もたる穴は、中央よりも少しく上底
仁近き方にあ b、径3粍位の固形を曇す。

B z 卵

長径 I.3粍、短径o.8粍の楕固形を墨し、黄色な b。
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B z 幼虫

体i主黄色にして長毛を疎生す、頭部は禍色な 0。体を内方に弓曲し、胸

脚を欠〈。頭部を除き十二節よ hなり、第四節（第一腹筋）よ b第十一節

（第八腹節）迄の入節は、各背板の中央部前宇~r.著しく突起せる部分を有す。

紅門は尾端節の腹面前方に閉口す。

B3 蛸

体長 5粍O 黄色にして褐色の長毛を疎生す。

頭部は胸部どは Y垂直の角度をなして下方を向く。前週は外方を向きて

開き、各四燥の明らかなる縦i査を有し、中央の内方に近〈癌肢の突起を備ふ。

後趨は下方を向く。尾節板の先端にー封の疎吠附属物を具ふ。

III. Phy＂＇’倒的'IJOllf，・ussulJ01・11atus SHARP 

オヒヤウコ？オトシ？ミ

A.種の記載

0・ 頭部幅よ bも長〈、後方細まる、頭頂tと弱きー縦溝あ h、眼のrj閉

じ短き小溝を有す、限の直後は少しく敏肢を呈す。口吻は幅三ほY同長にし

て前方蹟まる、張き勲蚕ljを密布ず。鯛角基書［Iの中聞は幅虞〈凹陥す。角関角は

眼の少しく前方よ 0出で、柄節は砲丸状を墨ず。第一鞭笛は楕園形、第二鞭
節は小きく、第三、第四雨鞭笥は各明かに幅よ hも長きも、後者は前者よ。

少し〈短わし、第五鞭節は幅三は Y同長、第六、第七鞭節は各長さよりも幅

康し、球梓部第一節は三角形を是し、幅よりも僅かK長〈、第二節t;l幅虞き

矩形を呈し、第三、第四雨節:t'合したるものは第一節さほ Y同長なり。胸背

板は幅さほ Y同長にして前方著し〈細ま 6、側方少しく園球を帯... k、中溝は
幅狭し、中央のや、側方鍛肢を呈す、黙刻は密ならず。稜服部は幅庚〈、滑

かなウ。建鞘は幅よ 0も少しく長き四角形を呈し、黙刻列は前方強〈、後方

弱し、肩青［Iは慌状に隆起し、側方に小歯を供へ、趨鞘中央の涜股隆起は大な

。。尾節板の勲刻は強〈して密な b。体下面の黙刻は弱く密なり。中腔節は
前、後雨腔節よウも短LO 後腿節は先端に近き部分に密なる黙刻を有す。

平．眼は 8よbも弱〈突出す。

色彩ー黒色、胸角は黄色なるも柄節少しく去る、肢は後腿節の先端部を

除きて黄色。
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体長－6粍（口吻を除〈）。

産地ー樺太（豊原）、北海道（利尻島、札幌、青山温泉、手稲山、根室）。

本種は樺太及び利尻島よ b始めて報告せらる、ものなり。

B.生活史

成品は五月下旬よ 6六月頃出現し、オヒヤクグ毛 Ulmuslaciniataの葉
を食害す。

本種の搭霊は前種オヒヤウゴマグラオトジプミ

ご同時期に同一植物の葉を以て造ちる、も、裁断線 ／ン
の形に依0て、容易に識別するニとごを得。
載麹i線；は葉のー側より弱き弧をなして載b込ま
中肋を少し（過ぎたる所にて直角に近き角度を

なして上昇し（Fig・3）、更ぴ弱き弧をなしつ I中肋

芭や、平行広少し〈昇。て止まる。裁断線の念i二上

昇する蕗所は前種に於けるよ hも深〈、上昇する度

は遥かに強（、且上昇線長しO

著者の現在保存する一個の完成せる搭盤（青山

温泉、 14/VI.1928，著者探集）は長さ60粍にして、下

底は前種に於ける程整然たる形を呈せ今。

B E 卵

長径 r.3粍短径o.8粍の楕固形を呈し、黄色なれ

Fig. 3 
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IV. Bグcfiscushfrne n. sp. ヒメハマキチヨヴキリ（新種）

A.種の記載

0.頭部幅よ 0長〈、前方細まる、眼の中聞は強〈凹陥す、黙刻は著し
くは宮ならず。口吻は少しく弓曲し、前方太ま 0、前端氏前方に向へる二個
の牒；!;IC突起を有す。勲委ljは後宇及び側方庇於てや 3密なるも、前竿背面に於

ては疎なり。嫡角は口吻中央の少しく後方より出で、柄節及び第一鞭節は楕

固形を呈し、第二鞭節は第一鞭節よ O僅かに短ヵベ、第三、第四雨鞭節は幅

よ0も蓬かに長〈、第七鞭節は短〈且幅康L。球梓部め始めの三節は各ほ Y

正方形を呈す。胸背板は幅康〈、但lj方著しく丸〈、中溝は幅狭〈、勲~Jはか
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なb密なり o側方Uとや、長き軟毛を生ず、雨側下方氏前方lこ向へる小疎を装

ふ。麹鞘は胸背板よ 0蓬かに幅庚（、稜扶部に近き部分少しく隆起し、その
直後凹陥す。多数の勲費i列を有し、開室は細d、の勲刻を散布す、後方に軟毛
を疎生す。尾節板の黙認jはあま b密なら子、軟毛を疎生す。体下面の勲刻は

密な 90各腔節は端直な 0。
'I .頭部雄よ bも幅康〈、口吻は短t且前方太LO 胸背板に疎朕突起を

有せず。

色彩一雌雄同色。背面は赤紫色にして金色若し（は金総色の光津を有し、

体下面及び稜服部は青董色、鯛角は黒色なれ

体長－5粍（口吻を除〈）。

産地一北海道。

I O, 藻岩山， II/VI. 1904，松村博士採集。

I 0' 野幌， w/V.1924，著者採集。

I （）十 I♀， , 10/VI. 1924, ，， 

（標本は何れも北海道帝岡大事昆品事敬室に保存す）。

本種は4タヤ J、マキチョッキリ旦yctiscus11enustus PASCOEヘァァクスト

J、マキチョッキ 9B. fausti SHARP2＞等院似たるも、後者とは衣の黙により匡

別し；得可し。

I. 口吻よ 0細長なれ
2. 鯛角各鞭節少しく細長な b。

3・ 胸背板の黙刻蓬かに張〈且密な b。
4. 麹鞘は外線迄同色 （！austz・SHARP Kては麹鞘外線が体下面さ同色な

。〉。
s. 麹鞘の勲刻強し。
又前者と異る勲失の如L0 

I. 体遺に小 （venustusP,¥scoEは 7.5-10粍）。

2. 8の口吻遥かl[C短〈、屈曲の度弱L-o

3. 中の口吻ゃ、短L0 

4・ 8の胸部雨側の練校突起は蓬かに小形にして且線色を呈す（venustus

PASCOEにでは体下面巴同色〕。

I) Ann. Mag. Nat. Hist. (4), XV, p・393(1875) 

2) Trans. Ent. Soc. Lond., p. 60 (1889) 
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B. 生 活 史

生活史の精細なる研究は未了なるも、恐らくイタヤ J、マキチョッキ 93) 

芝大差なきものど信十。成識は五、六月頃現はれ、 4タヤ Acerpictum，メイ

グツカヘヂ A.J~ゆonicum 等の若芽、葉等を食害し、雄は此れ等の植物の若き

葉を以て搭笠を造る。揺箆の大きはイタヤJ、~ =T-チョッキ Yのそれよりも少

しく小形にして、予が 1928~ド 6月 IO日野幌 lこ於て観察したるものは、長さ 35

粍、最も太き部分の径20粍な b。揺箪の形は倒卵形にして、イタヤ J、マキチ

ヨヅキ？のそれに酷似す。

RESUME 

Ich gebe in dieser Arbeit die biologischen Reobachtungenむber4 Blatt-

wielder von der Familie Curculionidm, 3 Querwickler und I Langswickler, und 

die Beschreibungen der 2 neuen Arten von ihnen・

1. pα宮司＇＞plαpode1•us pαrd，αlis V OLLENHOVEN 

Apoaルruspardalis VoLLENHOVEN, Tijdskr. Dierkunde, II, p・164(1864); 

SHARP, Trans. Ent. Soc. Lond., p. 49 (1889); SCHILSKY, K託 Eur・＇40, 72 ( 1903). 

Apoderus tigrinus ROELOFS, Ann. Soc. Ent. Fr., p. 136 (1874). 

Paroplapoder.凶 pardalisVoss, Stett. Ent: Zeit., 87, p. 5 8 ( 1926). 

Biologie : Der k品ferfliegt von Mai bis August und lebt auf Quercus 

crispula, Q. glanぬがra, Castanea vulgaris var.ノ》onicaund Fagus sylvatica 

var. Sieboldi. Das ¥Veibchen schneidet die Blatter von einer Seite, nach Be-

lieben von der rechten oder linl王en,und wickelt den. eingeschnittenen Tei! zu 

einer zylindrischen Rolle zusammen. Der Einschnitt ist bis zur Mittelrippe fast 

gerade, von hier an, lassend die Mittelrippe unversehrt, dicht der Mittelrippe 

entla昭， plotzlichnach oben取 igend（釘heFig. 1 ). Der Wicke! bleibt an 

der nicht durchschnittenen Blattseite h孟ngen. In jedem Wicke! befindet sich 

gewohnlich ein Ei, selten 2. Die Larve entwickelt sich in dem Wicke! und 

die jungen k込先rverlassen die Brutstiitte in der Regel im Juli. 

I) 河野、札、農林、第九十一焼、 p.182 (1929) 
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2. pαroplapoderiis ul1ni n. sp・

・ 0. .Kopf mit den Augen ein wenig kiirzer als breit, hinter den Augen 

mit fein gerunzeltem, flachem Quereindruck, hinter demselben mit deutlicher 

Mittelfurche ; Stirn zerstreut punktiert ; Schlafen in gleichmassiger Rundung 

nach hinten verschmiilert. Russel viel breiter als Jang, fein und nicht dicht 

punktiert, an der Basis etwas verschmiilert, zwischen der Fiihlereinlenl王ungmit 

breitem Llngseindruck. Fiihler etwas vor der Basis des Riissels eingelenkt. 

Schaftglied keulenformig, fast 3 mal so lang wie breit. Das_ erste Geisselglied 

oval, etwas liinger als breit, das 2te klein, das 3te so lang wie das erste, das 

4te ein wenig kiirzer als das 3te, das 5te-7te quer. Keule kraftig, das erste 

Glied etwas breiter als Jang, das 2te und 3te quer. Halsschild vie! breiter als 

Jang, an den Seiten gerundet, vor der B目 iskraftig eingeschniirt, vorn stark 

verschm込lert,vor der subbasalen Querfurche seitlich q問 rerhaben, die Skulptur 

runzelig, die Mittelfurche fein und schmal. Schildchen deutlich breiter als lang, 

kaum punktiert. Fliigeldecken hinten etwas bauchig verbreitert, hinter dem 

Schildchen schwach quer vertieft, die Schultern mit je einem feinen Hocker-

zahnchen, die Hauptrippen kraftiger kielartig erhaben, die Zwischenrむmeder 

Punktstreifen zwischen dem Discoidal-und Sublateral-Nerb am Absturz schwach 

rippenartig ausgebildet,-der Discoidalhるckerschwach, der Subsutralhocker sehr 

kraftig und kegelformig, die Punkte in der Punktstreifen besonders vorn seit-

lich kraftig. Pygidium stark und sehr dicht punktiert, hinten abstehend be-

haart, Brust grob und sehr dicht punktiert. Bauch etwas schwacher und spar-

licher punktiert als die Brust und sp孟rlichbehaart. Schienen gerade. 

平. Schienen etwas kraftiger. 

F忌rbungvorwiegend schwarz; Fiihler, 2 Langsstreifen des Kopfes, die 

Umrandung jedes Auges, 3 L泊gsstreifendes I-Ialsschildes, der Rand des Pygi-

diums, das letzte Bauchsegment und die Beine schliesslich die Vorderhiiften, 

ausgenommen die Spitze der Hinterschenkel rotlichgelb; Fliigeldecken rotgelb 

mit grossen schwarzen乱fakeln,von denen z hinter der Basis, 4 in der乱iitte

schliesslich die Mittleren Subsutralhδcker und anderen 4 hinter der Mitte je 

einer Querreihe angeordnet sind, die Spitze sowie auch die Basis der Fliigel-

decken mit Ausnahme der Umrandung des Schildchens schwarz. 
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Lange: 5.5-6 mm (ohne Riissel). 

Fundort: Hokkaido (Aoyama, 1 0, 8/VI. 1924, 4 0 u. 1 ? , 16. VI. 1928, 

Autor, Sapporo, I平， 4/VII.1926, K. TAMANUKI). 

Diese Art gehort zur Voss’schen 4 .. Gruppe1), und mit P. faponicus Voss曹〉

am nachsten verwandt. 

Biologie : Das Tierchen scheint ausschliesslich an Ulmus laciniata zu leben. 

Die Arbeit des Blattwickelns findet im }uni statt. Der Blattschnitt wird von 

einer Seite her bis iiber die Mittelrippe wegge臼hrt,und am Ende etwas nach 

oben erstreckt (siehe Fig. 2). In jedem Wickel werden 1-3 Eier untergebracht. 

Das Ei ist gelb und etwa 1.3×o.8 mm gross. Die gesammte Entwicklung 

geht in dem Wicke! selbst vor sich und dauert nur einen Monat. Der junge 

Kafer erscheint im Juli. 

3. Phyn間的poderussubm•nαtus SHARP 

Apoderus subornatus SHARP, Trans. Ent. Soc. Lond., p. 47 (1889). 

Phymatapoderus subornatus Voss, Stett. Ent. Zeit., 8 7, p. 7 3 ( r 926). 

Biologie : Diese Tierchen verwenden stets nur die Blatter von Ulmus 

laciniata zur Herstellung ihres Wickels. Der Blattschnitt geschieht einseitig, 

die Mittelrippe tre行end,und dann plotzlich nach oben steigend fast parallel mit 

der Mittelrippe (siehe Fig・3). Das Ei ist gelb und etwa I.3×o.8 mm gross. 

4. Byctiscus hi’men. sp. 

0 . Kopf deutlich !anger als breit, nach vorn allmiihlich verschmえlert,

zwischen den Augen vertieft, die Punktierung nicht dicht. Russel fast so Jang 

wie das Halsschild, gekriimmt, an der Spitze etwas verbreitert und mit 2 nach 

vorn gerichteten Zahnchen. Fuhler dicht hinter der Mitte des Russels einge-

lenkt. Schaftglied oval, deutlich !anger als breit. Das erste Geisselglied fast 

so Jang wie der Schaft, das 2te ein wenig kurzer als das erste, das 3te und 

4te vie! l品ngerals breit, das Ste fast so lang wie breit, das 6te etwas kiirzer 

als das 5te, das 7te stark quer. Keule ziemlich kra氏ig,das erste und 2te Glied 

fast quadratisch. Halsschild breiter als Jang, an den Seiten stark gerundet und 

1): Stett. Ent. Zeit., 87, p・42(1926) 

宜）: 1. c., p・45
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mit je einem kleinen Dorn, in der Mitte mit schmaler Mittelfurche, seitlich 

sparlich behaart, die Punktierung ziemlich dicht. Schildchen doppelt so breit 

wie Iang, stark und dicht punktiert. Fliigeldecken viel breiter als das Hals~ 

schild, hiriten schwach verbreitert, hinter dem Schildchen quer eingedriickt, die 

Punktreihe zahlreich, die Zwischenraume der Punktreihe zerstreut sehr fein 

punktiert. Pygidium nicht <licht punktiert und sparlich behaart. Unterseite 

sehr dicht punktiert. Alle Schienen gerade. 

!(-. Kopf etwas breiter. Russel kiirzer und vorn starker verbreite1t. Hals-

schild ohne seitliche Dome. 

Farbung : Oberseite rotpurpur, mit kupferigem oder griinHchem Schimmer ; 

Schildchen, Unterseite und Beine violett oder violettblau, beim Mannchen die 

seitliche Dorne des . Halsschildes g~iin. 

Lange: 5 mm (ohne Russel). 

Fundort : Hokkaido ( der Berg Moiwa, I平， II/VI. 1904, Dr. S. MATSU-

MURA, Nopporo, I 0 16/V. 1924, I cs u. I平， 10/VI.1928, Autor). 

In der Korpergrosse und Farbung ist diese Art nach B. fausti SnARP1> 

tauschend iihnlich, aber von dieser durch den Iangeren Russel, viel ・ dichtere 

funktierung des Halsschildes und die Farbung der Seitenrander der Fliigel-

decken verschieden. 

Biologie: Diese Art lebt vorwiegend auf Acer-Arten, z. B. A. pictum und 

A. j'aponicum. Das Weibchen nagt zuniichst den Trieb, welcher die zum 

Wickeln bestimmten Blatter triigt. Der Wicke1 besteht aus mehreren Bliittern 

i,md ist verkehrt eiおrmigvon etwa 3 5×2omm gross. Zwischen die einzelnen 

Blattlagen wird besonderer Klebstoff um festeres Aneinanderhalten abgesondert. 

1) Trans. Ent. Soc. Lond., p. 6o (1889) 
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